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えば遠隔教育や教員研修等での展開・応用も期待できる．また，各コースの教員が教材や

実践を共有しながら担当するという本学部のコンピュータ利用教育の特徴を活かし，プロ

グラミング教育の基礎的な理解等は共通のスライド教材等を用いると同時に，各コースの

教科の内容を組み入れた様々な展開がなされた．これはこの後に続く各教科の指導法にお

けるプログラミングも含めた情報活用にもつながっていくことが期待される． 
 以上のように，ここ 3 年間の取り組みで，全コースでプログラミングの体験を授業に組

み込むことができたことや，コロナ禍でも実践が展開できた点は大きな成果である．一方，

学生らのプログラミング教育指導力育成という面で見ると，プログラミング体験のみなら

ず，実際にプログラミングの指導を体験したり，学んだりする段階が必要になってくる．

本学部では，教育実習の中で ICT 活用を取り入れた授業の実施を必修化しているが，こう

した中にもプログラミング教育の内容が入れられないか等，今後次の段階についても模索

をしていく予定である． 
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＜実践報告＞ 
実習を含むオンライン授業実践 

－布を使った作品作りによせて－ 

 
         三野たまき  信州大学学術研究院教育学系 
          

Online Class Practice with Training  
on Making Handmade Work Using Cloth 

 
MITSUNO Tamaki: Institute of Education, Shinshu University  

 

研究の目的 

新型コロナウイルスの感染拡大の防止対策として，本学部は本年度当

初より，同期型オンライン授業を導入した．その同期型オンライン授業

を中心として，実習を含む授業実践がどの程度可能であったかを受講生

の作品を交えて報告する．加えてオンライン授業実践における利点，工

夫点と今後の留意点と改善点を明らかにすることを目的とする． 
キーワード オンライン授業 被服製作実習 機器・ソフトの活用 クラウド 
実践の目的 製作実習を含むオンライン授業実践の可能性 
実践者名 三野 たまき 
対象者 信州大学教育学部 2 年生～4 年生（26 名） 
実践期間 2020 年 4 月～8 月 

実践研究の 
方法と経過 

小・中学校「家庭」免許取得のための必修科目である「被服学基礎」

では，布を使った作品製作が講義に含まれる．従来この製作実習は，対

面で受講生に指導されてきた．今回実習を含めた全回を，同期型オンラ

イン授業で実施した．作品の計画書や途中の工程の写真等は，本学で採

用されているGoogle クラウドの G suite を用い，教師・学生双方向から

の情報を共有した．また詳細な製作の手順は，学内限定の YouTube 動画

を教員が作成し，配信した．他の講義の対面試験のある登校日に作品を

受講生に持参させ，三密を避けて，実際に確認した．不足点等のある受

講生には修正の指示を出して再提出させ，無事成績評価を終えた． 

実践から 
得られた 
知見・提言 

 同期型あるいは非同期型オンラインシステムや Google クラウド，

YouTube を使うことで，大学のサーバーの容量をそれ程使わずに，講義・

実習の指導ができた．ただし実習指導においては，布の質感，布の活用

法など全体を見ながらする指導，設計図から立体作品を作ったときのサ

イズ感などを受講生に気づかせることが難しかった． 
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１． はじめに 

 新型コロナウイルスの感染拡大の防止対策（文科省 2020）として，本学部は本年度の 4
月当初から同期・非同期型のオンライン授業を実施してきた．小・中学校「家庭」免許取

得の必修科目である「被服学基礎」には製作実習が含まれており，約半分の講義回数を占

めている．通常対面で指導する実習を，本年度は同期型オンライン授業に切り替えて実施

したので報告する．本「被服学基礎」の布を使った作品の製作では，受講生自らが製作す

る作品（バッグ等が多い）を設計し，材料の調達，型紙作り，裁断，仮縫いを経て縫製し，

仕上げている．彼らの作品製作の計画書や途中の工程の様子等は，従来は紙媒体や現物を

用いて，実際の作品の製作の見通しができるまで，試行錯誤を学生と教員間で繰り返し行

っている．教員は毎回，受講生一人々々の進捗状況と技量を推し量りながら，彼らが持参

した布と時間と可能性を天秤にかけ，その中で互いにベストな選択をしながら作品を仕上

げている．そのような授業を，同期型オンラインを採用した時に，どこまで実施できたか

を報告することを目的とした．加えてオンライン授業の可能性とその留意点，改善点を述

べる． 

 

２．前置きの立体マスク製作 

2.1 同期型オンライン授業に対する疑問 
 韓国は日本より新学期開始が一月早いので，大学の講義がオンライン授業でなされてい

ること，本学部でも 2019 年度のジュニアドクター（信州大学 2020）の修了式を同期型オ

ンラインで中継していたことも知ってはいた．しかし全教員の講義を大学のサーバーを用

いてやりくりすることは，容量的にまず実施不可能だろうと筆者は考えていた．しかし 4
月当初の本学学びセンターが主催したオンライン FD の当初の 4 回で，同期型オンライン

を使うための入門と活用について受講することができた．その中で実際に本学部の先生方

の授業活用例をご紹介頂き，感銘を受け，自分もその可能性を試してみたいと思うように

なった．従来の授業の 10 割までとは行かないまでも，7 割の完成度ならば，実習講義であ

ってもオンライン授業が可能ではないかと考え出した． 

2.2 手作りマスク製作 
手始めに，同期型と非同期型のオンラインシステムを教員と受講生がどの程度使いこな

せるかを調べることにした．教員が実際に布と針を使って縫う実演を同期型オンラインで

受講生に配信し，合わせて非同期型オンラインの e ラーニングシステム：eALPS（本学は

Moodle を使用．以後 eALPS とよぶ．）に，マスクの型紙や基礎縫いの動画の情報をアッ

プした．これを元に，受講生がマスクの製作手順やポイントを理解して，自ら材料を集め

て作ることができるか否かをまず調べた． 

本年度の被服学基礎の概要（三野 2020）を表 1 に示す.本格的な被服製作実習は 9 回目

から始まるが具体的には 4 月最終週の初回の講義で，マスクの型紙，作成に必要な道具や 

基礎縫いの動画（玉留め，玉結び，長針の並み縫いの運針，短針の並み縫いの運針，半返 

3 

講義回数
第１回 マスク作り
第２回 被服の起源と機能

被服材料学の基礎
第３回 天然繊維
第４回 合成繊維
第５回 繊維・⽷・布

被服衛⽣学の基礎
第６回 産熱と放熱
第７回 着⼼地

被服構成学の基礎
第８回 ⽷・布の選び⽅
第９回 洋服と和服

被服製作実習
第１０回 実習計画
第１１回 型紙作り
第１２回 地直し・裁断
第１３回 仮縫い
第１４回 本縫いと仕上げ
第１５回 作品の発表

  講義内容
表１ 被服学基礎概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図１ 基礎縫い（手縫い）で作成した立体マスク 

 

し縫い，本返し縫い，かがり縫いの動画）を見せながら作り方を説明し，5 月連休を使っ

てマスクを製作させた．なお，使用する道具や基礎縫いの動画は，受講生が後に確認でき

るように学内限定の YouTube 動画として教員が製作して登録し，その URL を eALPS に

アップした．この方法で eALPS にかかる容量の負担軽減を図った． 
2.3 マスクの提出と受講生間の評価 
製作したマスクに関する工夫点と感想を eALPS のフォーラムへ，自撮りのマスク着用

写真（図 1 参照）を添えて，全受講生に投稿させた．次に，その資料を元に一人 3 名以上

の気に入ったマスクに対してコメントすることを，期日を区切って指示した．作成者は，

「作ってみると意外と簡単だった」,「家族にも作りたい」等の積極的な感想が多く，実際

に何枚も作成した写真やミシンを使ったものやワンポイントの刺繍をしたものもアップさ

れた．また受講生間の作品に対するコメントでは，布の素材や柄の選び方や使い方，耳紐

の工夫，パターンを変えて被覆率を増した設計の工夫等に対して高く評価したものが見ら

れた． 

これらの成果により，あまり高度な技術を求めずに時間をかければ，作品は完成するだ

ろうことと，完成した作品を学生同士で評価しあうことによって，更に学びが深まる可能

性が示された．これらの結果から，オンラインでも以降に述べる作品づくりが可能ではな

いかと考えた． 

 

３．布を使った作品作り 

3.1 作品作りにおける設定課題 

 被服学基礎では表 1 に示した通り，後半に被服製作実習があり，製作課題（①手縫い以

外にミシンを使って縫うこと．②曲線を取り入れること．③まつり縫いする箇所を取り入
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れること．④どこから見ても布の端が見えないこと）を設定している．特に④番をクリア

ーするためには，多くの場合，裏地を付ける工夫が必要となる.そして上手く仕上がると,

袋物等ではリバーシブルで使える作品となる．また受講生が課題を決め出すために見せる

教材作品は，受講者が模倣して直接参考するものではなく，想像力を膨らませて自分でも

作れると思わせることが重要で，若者に好まれるデザインで，簡単に作れそうな作品を見

せる必要がある．この時あまり高度な技術を要する物は避けた方が望ましいようだ． 

3.2 教え合う場の設定 
 被服製作実習の 6 回の講義は，時間的なゆとりが多くない．第 10 回の実習計画では，

その後の 14 回目までの見通しが教員と受講生ともに共有できるまで繰り返した．従来は

紙媒体や実物を用いて互いに，納得するまで試行錯誤を繰り返す．本年はその計画書の直

接の受け渡しができないので，Google クラウド上に受講生それぞれのフォルダーを作り，

その中に計画書を G suite のスライドやExcel 等を用いて提出させた．提出された計画の

疑問点に教員がコメントを入れ，互いに納得のいく見通しができるまで，やり取りを繰り

返した．また同時にスプレッドシートに受講生各自が作る製作物の大きさや，袋ならば入

れることのできる重さとその用途を記入させた．これにより，同様な製作過程を辿るだろ

う作品を色分けし，同じ作業に入る受講生同士で相談できる場を設けた． 
3.3 二つの関門 

(1) 実習計画（第 1 関門） 
 進行速度を揃えるために二つ関門を設けた．その一つが実習計画の提出で，もう一つが

仮縫いの提出である．この二つのチェックポイントを通過しなければ，本縫いへ進めず，

発表もできない．第 10 回目の計画時に，既に具体的な作品をイメージしている受講生を

除き，例えば袋物等を制作するならば，どんな時に使い，どんなものを入れるかを考えさ

せた．その時の封入物の重さにより，持ち手の補強や取り出し口の工夫が必要となること

を説明した．また，使用する布を予め飾りたい場合を想定し，受講生の希望の多かった刺

繍（ｱｳﾄﾗｲﾝｽﾃｯﾁ，ｻﾃﾝｽﾃｯﾁ，ﾁｪｰﾝｽﾃｯﾁ，ﾛﾝｸﾞｱﾝﾄﾞｼｮｰﾄｽﾃｯﾁ）をその場で，同期型オンライン

を通して実演した．その折には，講義用の PC と学生の受講状態を確認するためのタブレ

ットのセットに加え，刺繍する手元を詳細に映すための画素数の多いスマートフォンを用

いた．その他，編み物としてかぎ針編みの実物モチーフや，伝承のちりめん細工の袋物の

作り方も紹介し，その資料を eALPS にアップした． 
実際の受講生と相互セッションの様子を図 2 に示す．実習計画から仮縫いまでの典型例

の抜粋を示したが,このような個々の様々な疑問点は非同期型オンラインで対処した．また， 

非同期型オンラインで出された主な疑問点に対し，次回の授業までに具体的な解決策の補 

助となる動画を作成し，学内限定の YouTube で受講生に配信した．本学で採用している

Google クラウドを使うことによって, 双方向の記録となる図面や写真の容量を心配する

ことなく，教師・学生間の双方向のやり取りができたことには感謝したい．なお，学内限 

定 YouTube の配信によって，手元の詳細な動きが鮮明に伝えることができ，全受講生対象 
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に実施しているデモンストレーションよりは効果的であったのではないかと考えている． 

(2) 仮縫い（第 2 関門）から本縫い,発表へ 

 第 11 回の型紙作り，地直し，型紙の布への写し取り，裁断，仮縫い（まち針の打ち方,

数種類のしつけのかけ方）の様子はすべて同期型オンラインで動画を流し,その後

YouTube で確認できるように登録した．また，第 2 関門である仮縫いの様子は，縫い代の

始末を中心に写真で編集して Google クラウドへ期日までにアップさせた． 

 仮縫いにより，多くの作品の縫い代の始末や立方体の角になる箇所の縫い方が上手く処

理できていないことが分かった．そこで本縫いに向けてのアドバイスと基礎的なミシンの

操作方法を動画にまとめた．ミシンの糸掛け（教員採用試験対策も含む）から始まり，直

角の縫い方，縫いはじめと終わりの返し縫い，糸の始末等を動画で紹介した．なお要望の

あった，ファスナーのつけ方，奥まつり，3 枚布を合わせた時の角の始末，ボストンバッ

グの角の縫い方等，すべて動画を作って同期型オンラインで流し，YouTube の URL を

eALPS にアップした． 
 第 15 回目には作品そのものの写真とそれを本人が身に着けた写真を，発表前日までに

eALPS のフォーラムにアップさせた．発表当日同期型オンラインを使って，一人 3 分で

作品の紹介をさせた．その後eALPSにアップした作品に対して一人3票の投票権を持ち，

良いと思った点をコメントにしながら，気に入った作品に投票した．最終授業後の感想と

して，作品のグレードがすごいものが多く，自分ももう少し時間をかけて仕上げたかった

という受講生の感想が上がっていた．多くの受講生は，達成感のある作品に仕上がったと

評価していた． 
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れること．④どこから見ても布の端が見えないこと）を設定している．特に④番をクリア

ーするためには，多くの場合，裏地を付ける工夫が必要となる.そして上手く仕上がると,

袋物等ではリバーシブルで使える作品となる．また受講生が課題を決め出すために見せる

教材作品は，受講者が模倣して直接参考するものではなく，想像力を膨らませて自分でも

作れると思わせることが重要で，若者に好まれるデザインで，簡単に作れそうな作品を見

せる必要がある．この時あまり高度な技術を要する物は避けた方が望ましいようだ． 

3.2 教え合う場の設定 
 被服製作実習の 6 回の講義は，時間的なゆとりが多くない．第 10 回の実習計画では，

その後の 14 回目までの見通しが教員と受講生ともに共有できるまで繰り返した．従来は

紙媒体や実物を用いて互いに，納得するまで試行錯誤を繰り返す．本年はその計画書の直

接の受け渡しができないので，Google クラウド上に受講生それぞれのフォルダーを作り，

その中に計画書を G suite のスライドやExcel 等を用いて提出させた．提出された計画の

疑問点に教員がコメントを入れ，互いに納得のいく見通しができるまで，やり取りを繰り

返した．また同時にスプレッドシートに受講生各自が作る製作物の大きさや，袋ならば入

れることのできる重さとその用途を記入させた．これにより，同様な製作過程を辿るだろ

う作品を色分けし，同じ作業に入る受講生同士で相談できる場を設けた． 
3.3 二つの関門 

(1) 実習計画（第 1 関門） 
 進行速度を揃えるために二つ関門を設けた．その一つが実習計画の提出で，もう一つが

仮縫いの提出である．この二つのチェックポイントを通過しなければ，本縫いへ進めず，

発表もできない．第 10 回目の計画時に，既に具体的な作品をイメージしている受講生を

除き，例えば袋物等を制作するならば，どんな時に使い，どんなものを入れるかを考えさ

せた．その時の封入物の重さにより，持ち手の補強や取り出し口の工夫が必要となること

を説明した．また，使用する布を予め飾りたい場合を想定し，受講生の希望の多かった刺

繍（ｱｳﾄﾗｲﾝｽﾃｯﾁ，ｻﾃﾝｽﾃｯﾁ，ﾁｪｰﾝｽﾃｯﾁ，ﾛﾝｸﾞｱﾝﾄﾞｼｮｰﾄｽﾃｯﾁ）をその場で，同期型オンライン

を通して実演した．その折には，講義用の PC と学生の受講状態を確認するためのタブレ

ットのセットに加え，刺繍する手元を詳細に映すための画素数の多いスマートフォンを用

いた．その他，編み物としてかぎ針編みの実物モチーフや，伝承のちりめん細工の袋物の

作り方も紹介し，その資料を eALPS にアップした． 
実際の受講生と相互セッションの様子を図 2 に示す．実習計画から仮縫いまでの典型例

の抜粋を示したが,このような個々の様々な疑問点は非同期型オンラインで対処した．また， 

非同期型オンラインで出された主な疑問点に対し，次回の授業までに具体的な解決策の補 

助となる動画を作成し，学内限定の YouTube で受講生に配信した．本学で採用している

Google クラウドを使うことによって, 双方向の記録となる図面や写真の容量を心配する

ことなく，教師・学生間の双方向のやり取りができたことには感謝したい．なお，学内限 

定 YouTube の配信によって，手元の詳細な動きが鮮明に伝えることができ，全受講生対象 

5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２ G suiteを用いた受講生と教員間の相互セッション 
 

に実施しているデモンストレーションよりは効果的であったのではないかと考えている． 

(2) 仮縫い（第 2 関門）から本縫い,発表へ 

 第 11 回の型紙作り，地直し，型紙の布への写し取り，裁断，仮縫い（まち針の打ち方,

数種類のしつけのかけ方）の様子はすべて同期型オンラインで動画を流し,その後

YouTube で確認できるように登録した．また，第 2 関門である仮縫いの様子は，縫い代の

始末を中心に写真で編集して Google クラウドへ期日までにアップさせた． 

 仮縫いにより，多くの作品の縫い代の始末や立方体の角になる箇所の縫い方が上手く処

理できていないことが分かった．そこで本縫いに向けてのアドバイスと基礎的なミシンの

操作方法を動画にまとめた．ミシンの糸掛け（教員採用試験対策も含む）から始まり，直

角の縫い方，縫いはじめと終わりの返し縫い，糸の始末等を動画で紹介した．なお要望の

あった，ファスナーのつけ方，奥まつり，3 枚布を合わせた時の角の始末，ボストンバッ

グの角の縫い方等，すべて動画を作って同期型オンラインで流し，YouTube の URL を

eALPS にアップした． 
 第 15 回目には作品そのものの写真とそれを本人が身に着けた写真を，発表前日までに

eALPS のフォーラムにアップさせた．発表当日同期型オンラインを使って，一人 3 分で

作品の紹介をさせた．その後eALPSにアップした作品に対して一人3票の投票権を持ち，

良いと思った点をコメントにしながら，気に入った作品に投票した．最終授業後の感想と

して，作品のグレードがすごいものが多く，自分ももう少し時間をかけて仕上げたかった

という受講生の感想が上がっていた．多くの受講生は，達成感のある作品に仕上がったと

評価していた． 
 

─　　─45

003-特集・実践報告（教育実践研究　№19）.indd   45 2021/01/22   14:14:29



6 

3.4 作品の確認 

作品を教員が確認するために，受講生の対面希望予定日時をスプレッドシートに登録さ 

せた．作品を持参する日は，受講生が他の科目の試験等で大学に来る日と定めた．また， 
当日の検温，入室前の手指消毒，マスク着用を確かめた後，サーモトレーサー（日本電気

三栄社製，TH-3102 MRS，分解能：0.08℃）による表面皮膚温を測定し，全条件を満た 
していることを確認した．対面は一人ずつとし，対角線上の 2 方向の窓を開けて換気に留 
意し，使用した机等は受講生の入れ替えにごとにアルコール消毒した．8 月の中旬に全作

品の確認が終了し，修正箇所のある作品は再提出させ，成績評価が終了した． 
 

 

 
図３ 完成作品（Part1） 

7 

 
図４ 完成作品（Part2） 

 

 完成作品を図 3 と図 4 に示す．どの作品も力作であった．今年の作品は袋物が多かった

が，袋の内側をパーティションしたものが多く，その分リバーシブル仕様となるもの（3
点）が少なかった．リバーシブルの中でも図 3 の左上の帽子は曲線のカーブも美しく，表

のデニム生地と裏のギンガム生地のコントラストが美しい作品に仕上がっていた．作品に

曲線を含めることができなかった受講生は，ネームプレート等を別に作り，ミシンや手縫

いでの曲線縫いを全員が体験した．ファスナーを用いた作品（7 件）やボタン，紐，金具

で袋口を止めた作品が多く（17 件），ポケットや袋口からの内容物を飛び出させない配慮

をしていた．教科書や PC を入れる作品には，持ち手を底まで一周回すことにより，その
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耐久性を上げるための工夫もなされていた．また刺繍や編み物で布を飾る努力もなされて

いた．ちなみに，受講生同士の投票の最高点を獲得した作品は，ペットの犬をモデルとし

て図案化してフレンチナッツで刺繍し，その周囲にﾁｪｰﾝｽﾃｯﾁを使った小花を散らした，犬

のお散歩用バッグであった（図 4 参照）． 

 

４．振り返り 

4.1 同期型オンラインの利点 
本年度は本受講期に 3 名ほど，入退院を繰り返した受講者がいた．基本的に受講生は 9

回目までの講義を同期型オンラインで受講し，授業中に出された課題をレポートにまとめ，

eALPS に提出することとした．その際，ネットワークの回線の不良や入院中で受講できな

い等の欠席者に対応する策として，以下の手続きを取った．クラウドに記録されたオンラ

イン授業をダウンロードし，Google クラウドのフォルダーに受講できなかった授業をアッ

プすることを繰り返した．該当者は日付けと講義名を検索のよりどころとして，必要な講

義を視聴できるように整備した． 
被服製作において，対面の場合人数が多いので受講者全員に対して，基礎縫いの実技を

均等に見せることは難しい．ところがあらかじめ動画を用意しておく，あるいは当日手元

をスマートフォンで撮影してオンラインで送信することができるので，受講者一人々々が

良いアングルで見ることができた．またその動画を YouTube などにアップしておけば，必

要な受講生が必要な時に繰り返し見ることができた．そのため，教員は同じ説明を繰り返

さなくても済んだ．今年作った動画教材は他の講義も含めて，短いものであるが約 40 本

にのぼる．その準備の時間と労力はかなりなものであったが，これを来年使えると考えれ

ば，今年の努力も無駄ではないであろう． 
4.2 難点とその改善点 
まずは同期型オンラインの操作に教員も受講生も慣れる必要があった．受講生はすぐ慣

れるので，教員側が練習を繰り返すことによって慣れる必要がある．そしてネット環境が

整うこと，eALPS に容量の重いデータをアップしないこと等が挙げられる．それらが整っ

た上での留意点や改善点を以下に示す． 
講義の導入は五感に訴えることを目指しているが，オンライン授業ではそれは困難であ

る．故に実習において，布の厚さ，張り等手で触れば一瞬にして認識できる因子が得られ

ない中での，アドバイスは困難を極めた．受講生に布を掴んでもらって離す動作を繰り返

させ，教員が布のシャリ感や張り感（丹羽 1999）を判断した．シャリ感や張り感の強い

布で切りポケットを作ることは難しい．受講生はその経験が浅いので，どんな布であろう

とデザインのままの物が作れると考えていた．該当者の場合，ミシンを使いに大学に登校

して来たので，それを詳細に指導できた．しかし多くの受講生に関しては素材を限定し，

最も扱いやすい綿布と綿糸を使うことを強く勧めた．そのため，それ以外の布を扱うこと

ができなかった． 

9 

写真画像やオンライン画像上で見た時と実際に見た時のサイズ感がかなり異なっていた

ことに教員自らが驚いた．計画時より出来上がりの作品が小さく仕上がったものが多く見

られたからだ．受講生にその点を問うと，2 次元の型紙では大きいと思っていた布が，3
次元に組み立てられると想像よりかなり小さくなったとのことであった．これに関しては

今年度のオンライン授業では受講生に自覚させることが難しかったようだ．次回オンライ

ン授業で実習を行うときには，提出写真にメジャーやものさしを含めて撮影するように指

導する必要があろう． 
袋の内側の始末ができていない受講生がいた．布の裏側等，受講生が見せたくないとこ

ろは隠して写真を撮ることができるので，現物の確認を必ずすべきと思われる．製作時間

の不足のために作り切れなった受講生もいた．また教師と受講生の間に確認したいポイン

トのズレもあった．故意にその点を提出しなかったと言うよりも，教員側がもっとわかり

やすい確認ポイントを，精選する必要があると考えている．なお受講生と直接対面してい

ないので，彼らの性格や癖など，机間指導で得られるものが無いのは残念である．しかし

何はともあれ，同期型と非同期型のオンラインシステムを駆使すれば，この程度の実習授

業が可能であることが経験できたことは大きな収穫であった．また作品の写真等の掲載に

関して快く同意してくださった受講生の皆様に対し，謝辞を表する．後期の実習に向けて

また考えて行きたい． 
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